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会
　
計

改
正
包
括
利
益
基
準
、公
表
議
決

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
計

連
結
に
関
す
る
会
計
基
準
を
め
ぐ

る
動
向
、報
告
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、連
結・Ｓ
Ｐ
Ｃ
専
門
委

会
　
計

投
資
家・企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
検
討

─
企
業
会
計
審
議
会
総
会・企
画
調
整
部
会
合
同
会
議

去
る
４
月
19
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
２
４
２
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

検
討
さ
れ
た
主
な
事
項
は
次
の
と

お
り
。

包
括
利
益
の
表
示

前
回
に
引
き
続
き
文
案
の
検
討
が

行
わ
れ
た
の
ち
、「
公
開
草
案「
包
括

利
益
の
表
示
に
関
す
る
会
計
基
準

（
案
）」」の
公
表
議
決
が
行
わ
れ
た
。

公
開
草
案
公
表
後
に
１
カ
月
程

度
、
コ
メ
ン
ト
を
募
集（
５
月
25
日

コ
メ
ン
ト
期
限
予
定
）す
る
予
定
。

計
算
書
の
名
称
の
変
更
が
議
論
さ

れ
た
が
、
現
行
の
名
称
を
維
持
す
る

こ
と
と
し
た
経
緯
を
示
す
と
と
も

に
、
適
用
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
取
扱
い
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
混
乱
を
避
け
る
た
め

に「
公
表
日
以
後
に
適
用
」と
の
文
言

が
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
改
正
に
伴
い
、「
四
半
期

財
務
諸
表
に
関
す
る
会
計
基
準
」、

「
四
半
期
財
務
諸
表
に
関
す
る
会
計

基
準
の
適
用
指
針
」も
あ
わ
せ
て
用

語
の
改
正
等
が
行
わ
れ
る
。

退
職
給
付（
ス
テ
ッ
プ
１
）

前
回
に
引
き
続
き
文
案
の
検
討
が

行
わ
れ
た
。

前
回
の
議
論
を
受
け
て
、「
個
別
財

務
諸
表
の
取
扱
い
」に
つ
い
て
単
体

財
務
諸
表
に
関
す
る
検
討
会
議
の
内

容
を
明
確
化
す
る
た
め
の
修
文
や
、

退
職
給
付
信
託
の
注
記
例
を
開
示
例

に
追
加
す
る
な
ど
の
対
応
が
行
わ
れ

て
い
る
。

な
お
、
次
回
の
委
員
会
で
最
終
基

準
化
の
予
定
。

企
業
結
合（
ス
テ
ッ
プ
２
）

前
回
に
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の

検
討
の
経
緯
を
確
認
後
、「
全
部
の
れ

ん
方
式
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
」

の
議
論
が
行
わ
れ
た
。

①　
購
入
の
れ
ん
方
式

・
親
会
社
持
分
の
み
を
計
上
す
る
考
え

方
②　
全
部
の
れ
ん
方
式

・
①
に
加
え
て
少
数
株
主
持
分
に
相
当

す
る
部
分
も
計
上
す
る
考
え
方

委
員
か
ら
は
、「
全
部
の
れ
ん
方
式

だ
け
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」、

「
購
入
の
れ
ん
方
式
と
全
部
の
れ
ん

方
式
で
数
値
に
大
き
な
違
い
が
あ
る

場
合
は
、
そ
れ
で
も
よ
い
の
か
」と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、「
実
務
的
に
ど
ち
ら
か
に
決

め
る
の
は
難
し
い
」な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
あ
り
、「
引
き
続
き
議
論

を
し
、
理
論
・
実
務
を
し
っ
か
り
と

確
認
し
た
う
え
で
、
結
論
づ
け
る
こ

と
が
重
要
」と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

無
形
資
産
に
係
る
会
計
基
準

前
回
の
議
論
が
行
わ
れ
て
か
ら
約

３
カ
月
ぶ
り
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
審
議
状
況
・
論
点
の
確

認
が
行
わ
れ
た
。

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
会
計
基
準

が
あ
る
か
ら
特
に
議
論
の
必
要
が
な

い
と
い
う
こ
と
か
」、「
開
発
費
以
外

の
も
の
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
い
く

の
か
」な
ど
の
個
別
の
無
形
資
産
に

つ
い
て
の
意
見
が
あ
っ
た
。

一
方
で
、「
も
っ
と
全
体
が
み
え
て

こ
な
い
と
進
む
べ
き
話
も
進
ま
な

い
」、「
企
業
結
合
を
し
た
と
き
の
無

形
資
産
の
取
扱
い
を
考
え
る
必
要
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
」な
ど
の
全
体

を
見
据
え
た
意
見
も
出
さ
れ
た
。

去
る
４
月
23
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
75
回
連
結
・
Ｓ
Ｐ
Ｃ
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ・Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
検
討
状
況

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、
昨
年
８
月
に
公
表

し
た
公
開
草
案「
投
資
企
業
」へ
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
、
お
よ
び
本
年
２

～
３
月
に
各
地
で
行
わ
れ
た
円
卓
会

議
を
受
け
、
４
月
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
と

の
再
審
議
を
開
始
し
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
の
概
要
と
し
て
は
、「
Ｆ

Ａ
Ｓ
Ｂ
と
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
し
た

解
決
を
強
く
望
む
」（
昨
年
10
月
に
Ｆ

Ａ
Ｓ
Ｂ
が
公
表
し
た
Ａ
Ｓ
Ｕ
公
開
草

案
は
い
く
つ
か
の
点
で
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の

提
案
と
異
な
っ
て
い
る
）意
見
や
、

「
親
会
社（
非
投
資
企
業
）へ
の
会
計

処
理
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｓ

Ｂ
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
す
る
」

意
見
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
４
月
の
審
議
で
は
、
新
た
な
決

定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
10
号
等
の
適
用
に
関
す

る
国
際
動
向

本
年
１
月
に
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
10
号
等
の
発
行
日

（
２
０
１
３
年
１
月
１
日
）の
延
期

を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
定
し
て
い

る（
２
０
１
２
年
２
月
20
日
号（
№

１
３
０
６
）本
欄
）。
こ
れ
を
受
け
た

欧
州
財
務
報
告
諮
問
グ
ル
ー
プ（
Ｅ

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｇ
）は
、
２
月
９
日
の
草
案

公
表
を
経
て
、
欧
州
委
員
会
へ
の
エ

ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
の

最
終
報
告
を
、
３
月
30
日
付
で
公
表

し
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
10
号
等
の
適
用
を

支
持
す
る
も
の
の
、
強
制
適
用
日
は

２
０
１
４
年
１
月
１
日
と
す
る（
早

期
適
用
可
）旨
の
結
論
と
な
っ
て
い

る
。な

お
、金
融
庁
か
ら
３
月
23
日
に
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
10
号
等
を
指
定
国
際
会
計

基
準
に
指
定
す
る
内
容
の「
連
結
財

務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方

法
に
関
す
る
規
則
に
規
定
す
る
金
融

庁
長
官
が
定
め
る
企
業
会
計
の
基
準

を
指
定
す
る
件
」の
一
部
改
正
案
が

公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
適
用
の
延
期

に
関
す
る
要
望
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な

い
模
様
。

去
る
４
月
17
日
、
企
業
会
計
審
議

会（
会
長
：
安
藤
英
義
・
専
修
大
学

教
授
）は
総
会
・
企
画
調
整
部
会
合

同
会
議
を
開
催
し
た
。

主
な
検
討
事
項
は
次
の
と
お
り
。

投
資
家
・
企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

投
資
家
か
ら
見
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
つ

い
て
、
公
益
社
団
法
人
日
本
証
券
ア

ナ
リ
ス
ト
協
会
会
長
、
稲
野
氏
に
よ

り
次
の
２
点
の
説
明
が
行
わ
れ
、
検

討
が
な
さ
れ
た
。
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①　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
支
持
す
る
理
由

②　
わ
が
国
で
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
採
用
す
る

に
あ
た
っ
て
の
意
見

具
体
的
に
は
、
以
下
の
と
お
り
。

・「
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

な
か
、
他
国
の
競
争
相
手
と
の
比

較
分
析
が
で
き
る
こ
と
は
常
識

で
、
ゆ
え
に
財
務
諸
表
に
お
け
る

比
較
可
能
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ

る
」

・「
国
際
的
な
理
解
を
得
る
た
め
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
否
定
せ
ず
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
と
の「
擦
り
合
せ
」に
よ
り
問
題

を
解
決
し
、
段
階
的
に
適
用
す
べ

き
で
あ
る
」

・「
原
則
主
義
で
は
、
企
業
ご
と
の

判
断
に
お
い
て
、
よ
り
実
態
に
即

し
た
財
務
諸
表
を
作
成
す
る
た

め
、
ア
ナ
リ
ス
ト
は
適
切
な
セ
グ

メ
ン
ト
情
報
を
入
手
で
き
る
」

・「
全
上
場
企
業
の
連
結
決
算
に
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
を
求
め
る
」

一
方
、

・「
個
別
に
は
比
較
可
能
性
の
向
上

は
理
想
に
過
ぎ
ず
、
逆
に
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
適
用
で
、
比
較
可
能
性
が
低
下

し
た
例
も
あ
る
」

・「
ア
ナ
リ
ス
ト
が
関
心
を
持
っ
て

い
る
の
は
会
計
基
準
で
な
く
、
企

業
の
中
長
期
的
成
長
で
あ
る
」

・「
細
則
主
義
を
採
用
し
て
も
、十
分
、

実
態
を
反
映
で
き
る
」

・「
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
比
較
可
能
性

の
必
要
性
は
大
企
業
に
限
ら
れ
て

い
る
」

と
い
っ
た
否
定
的
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。な

お
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
の
議
論
に

お
い
て
、
日
本
ベ
ー
ス
で
主
導
し
て

い
く
た
め
に
、
検
討
の
場
を
設
け
て

い
る
の
で
あ
る
」と
、
本
来
の
会
議

の
趣
旨
を
確
認
す
る
声
も
あ
っ
た
。

契
約
環
境
へ
の
影
響

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
が
ロ
ー
ン
コ
ベ
ナ
ン
ツ

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
み
ず
ほ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
高
野

氏
に
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、
検
討
が

な
さ
れ
た
。

「
米
国
で
の
変
更
に
お
い
て
問
題

が
発
生
し
た
の
か
」、「
会
計
表
示
が

変
わ
っ
た
と
き
に
、
ロ
ー
ン
コ
ベ
ナ

ン
ツ
へ
の
影
響
が
発
生
す
る
の
か
」

と
い
う
質
問
に
対
し
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト

で
の
問
題
は
な
く
、
契
約
変
更
に
お

け
る
形
式
的
問
題
が
発
生
す
る
。
借

入
人
の
状
況
に
よ
り
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
あ
る
」と
の
回
答
が
あ
っ

た
。

＊

次
回
の
合
同
会
議
の
日
程
は
未
定

だ
が
、残
り
の
検
討
事
項
で
あ
る「
規

制
環
境
へ
の
影
響
」、「
任
意
適
用
の

検
証
」が
議
論
さ
れ
る
見
通
し
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
塔
に
人
気
が
出
て

い
る
と
い
う
。
筆
者
の
住
む
小
田
原
付

近
で
も
３
つ
の
塔
が
あ
る
。
何
か
の
参

考
に
し
て
も
ら
え
ば
幸
い
で
あ
る
。

１
つ
目
は
小
田
原
城
で
あ
る
。
関

東
平
野
で
は
唯
一
の
天
守
閣
で
あ

る
。
最
近
で
は
周
囲
の
整
備
も
進
み
、

格
段
に
風
格
が
出
て
き
て
い
る
。
空

調
コ
ス
ト
な
ど
が
か
か
る
ハ
コ
モ
ノ

よ
り
、
城
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
、
税
の

使
い
道
と
し
て
気
が
利
い
て
い
る
。

こ
の
天
守
閣
で
、
ぜ
ひ
、
小
田
原

評
定
に
想
い
を
馳
せ
よ
う
。
結
論
の

で
な
い
会
議
で
あ
る
。
も
と
も
と
は

秀
吉
に
よ
る
小
田
原
攻
め
で
、
老
臣

松
田
憲
秀
は
籠
城
戦
術
を
主
張
し
た

の
に
対
し
、
北
条
氏
康
の
四
男
、
北

条
氏
邦
は
箱
根
に
出
撃
す
る
野
戦
戦

術
を
主
張
し
意
見
が
分
か
れ
、
ま
た

降
伏
に
際
し
て
も
仲
介
ル
ー
ト
の
選

択
で
結
論
が
出
る
ま
で
意
見
が
分
か

れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

２
つ
目
の
塔
は
、
旧
・
ス
パ
ウ
ザ

小
田
原
、
現
在
の
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原

リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
で
あ
る
。
も
と
も

と
当
時
の
労
働
省
所
管
の
雇
用
促
進

事
業
団
が
総
工
費
４
５
５
億
円
で
建

設
し
１
９
９
８
年
に
開
業
し
た
が
、

営
業
不
振
で
２
０
０
２
年
に
小
田
原

市
に
は
８
億
５
千
万
円
で
譲
渡
さ
れ
、

同
時
に
ヒ
ル
ト
ン
社
に
賃
貸
さ
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ミ
カ
ン
畑
に

囲
ま
れ
た
丘
の
う
え
に
建
ち
、
相
模

湾
の
眺
め
は
特
に
素
晴
ら
し
い
。

柑
橘
類
の
輸
入
自
由
化
で
打
撃
を

受
け
た
ミ
カ
ン
に
代
わ
る
地
域
経
済

活
性
化
の
柱
と
し
て
、
巨
大
建
築
は

大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た

し
、
市
も
別
途
に
道
路
建
設
な
ど
を

行
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
ロ
ビ
ー
か
ら

雄
大
な
自
然
を
見
や
っ
て
、
こ
の
国

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
何
だ
っ
た
の
か
を

復
習
し
よ
う
。

３
つ
目
の
物
語
は
、
も
っ
と
奥
が

深
い
。
箱
根
の
帰
り
、
つ
ま
り
小
田

原
か
ら
新
宿
に
向
か
う
小
田
急
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
が
酒
匂
川
鉄
橋
に
差
し
掛

か
っ
た
こ
ろ
、
あ
る
い
は
東
名
の
大

井
松
田
の
イ
ン
タ
ー
の
近
く
か
ら
、

丘
の
う
え
に
18
階
の
高
層
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
が
見
え
る
。
こ
れ
は
昨
年
ま

で
は
第
一
生
命
の
大
井
事
業
所
で

あ
っ
た
。
現
在
は
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶

の
事
業
で
知
ら
れ
る
ブ
ル
ッ
ク
ス
Ｈ

Ｄ（
本
社
横
浜
市
）の
所
有
で
あ
る
。

第
一
生
命
ビ
ル
の
歴
史
は
古
く
、

68
年
に
竣
工
、
本
社
事
務
部
門
や
シ

ス
テ
ム
部
門
を
当
地
に
移
転
し
た
。

同
年
に
は
日
本
初
の
超
高
層
ビ
ル
で

あ
る
霞
ヶ
関
ビ
ル（
36
階
建
て
）が
竣

工
し
、
東
名
高
速
が
全
面
開
通
し
た

の
は
翌
年
の
69
年
で
あ
っ
た
。
だ
か

ら
当
時
と
し
て
は
珍
し
か
っ
た
高
層

ビ
ル
で
あ
る
。

大
井
移
転
の
理
念
は
壮
大
で
、
日

本
に
英
国
流
の
田
園
都
市（
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
）を
実
践
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
渋
沢
栄
一
と
そ
の
四
男
・

秀
雄
が
田
園
調
布（
現
・
大
田
区
）を

企
画
し
、
そ
の
後
押
し
を
し
た
の
が

第
一
生
命
創
業
者
で
あ
る
矢
野
恒
太

（
つ
ね
た
）で
あ
り
、
引
き
継
い
だ
の

が
社
長
・
矢
野
一
郎
で
あ
っ
た
。
一

郎
の
新
社
屋
へ
の
心
意
気
や
、
日
本

建
築
学
会
か
ら
学
会
賞
を
受
賞
に
際

し
て
の
記
念
講
演「
第
一
生
命
保
険
相

互
会
社
多
い
本
社
計
画
な
ら
び
に
地

域
開
発
」に
高
々
と
人
間
ら
し
い
生
活

を
謳
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
成
功
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
か
っ
た
。
皮
肉

に
も
近
く
に
国
府
津
・
松
田
断
層
が
発

見
さ
れ
、
ま
ず
シ
ス
テ
ム
部
が
転
出
。

さ
ら
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
都
心
回
帰
の
流

れ
が
定
着
し
た
。
ど
う
考
え
て
も
一
郎

の
見
識
は
正
し
い
が
、
し
か
し
市
場
主

義
経
済
で
は
会
社
は
効
率
経
営
で
競
争

に
勝
ち
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

と
な
っ
て
み
れ
ば
、
首
都
圏
直
下
型
地

震
が
来
れ
ば
確
実
に
役
に
立
っ
た
で
あ

ろ
う
大
井
事
業
所
に
は
、
過
去
44
年
間

に
お
い
て
顕
著
な
出
番
が
な
か
っ
た
。

出
番
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
リ

ス
ク
管
理
で
は
む
し
ろ
幸
い
だ
っ
た
と

考
え
た
い
。
ど
う
だ
ろ
う
。

岡
崎　

一
浩（
愛
知
工
業
大
学
教
授
）

あんな話 こんな話

小田原近辺の
３つのタワーの物語
小田原近辺の
３つのタワーの物語
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国
際
会
計

一
定
の
補
償
資
産
の
そ
の
後
の
会

計
処
理
の
Ａ
Ｓ
Ｕ
案
、公
表
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ税

　
務

源
泉
徴
収
関
係
の
Ｑ
＆
Ａ
等
、公

表
─
国
税
庁

去
る
4
月
17
日
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は

会
計
基
準
ア
ッ
プ
デ
ー
ト（
Ａ
Ｓ

Ｕ
）の
公
開
草
案「
企
業
結
合（
ト

ピ
ッ
ク
805
）─
政
府
が
援
助
す
る

金
融
機
関
の
取
得
の
結
果
と
し

て
、
取
得
日
に
認
識
し
た
補
償
資
産

（indem
nification asset

）の
そ
の

後
の
会
計
処
理
」を
公
表
し
た
。
コ

メ
ン
ト
期
限
は
、
２
０
１
２
年
７
月

16
日
で
あ
る
。

現
在
の
企
業
結
合
会
計
で
は
、
各

報
告
日
末
に
、
企
業
結
合
の
取
得
者

が
、
認
識
し
た
補
償
資
産
を
契
約
の

範
囲
内
で
補
償
さ
れ
る
資
産
と
同
じ

基
礎
で
測
定
し
、
公
正
価
値
で
そ
の

後
の
測
定
が
さ
れ
な
い
補
償
資
産
に

つ
い
て
は
、
経
営
者
が
補
償
資
産
の

回
収
可
能
性
の
評
価
を
行
う
こ
と
を

要
求
し
て
い
る
。

し
か
し
、
政
府
が
援
助
す
る
金
融

機
関
の
取
得
の
結
果
と
し
て
、
認
識

し
た
補
償
資
産
に
つ
い
て
は
、
取
扱

い
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

公
開
草
案
で
は
、
補
償
契
約（
損

失
負
担
契
約
）が
あ
る
政
府
が
援
助

す
る（
連
邦
預
金
保
険
公
社
等
に
よ

る
）金
融
機
関
の
取
得
の
結
果
と
し

て
、
補
償
資
産
を
認
識
し
、
補
償
契

約
の
も
と
で
補
償
さ
れ
て
い
る
資
産

に
関
す
る
見
積
回
収
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
に
変
動
が
発
生
す
る
場
合
に

は
、
報
告
企
業
は
、
補
償
さ
れ
て
い

る
資
産（
こ
の
場
合
に
は
、
経
営
悪

化
等
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
金
融
機
関

の
株
式
や
債
権
が
想
定
さ
れ
る
）の

変
動
と
同
じ
基
礎
で
、
補
償
資
産
の

測
定
に
お
け
る
変
動
を
会
計
処
理
す

る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

価
値
の
変
動
の
償
却
期
間
は
、
補

償
契
約
の
期
間
と
補
償
資
産
の
残
余

去
る
４
月
16
日
、
国
税
庁
は
、
①

「
平
成
24
年
４
月　

源
泉
所
得
税
の

改
正
の
あ
ら
ま
し
」、
②「
復
興
特
別

所
得
税（
源
泉
徴
収
関
係
）」を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
た
。

24
年
改
正

①
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日
に
公

布
さ
れ
た「
租
税
特
別
措
置
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
24
年

法
律
16
号
）に
よ
り
改
正
さ
れ
た「
給

与
所
得
」、「
役
員
の
退
職
所
得
」に
つ

い
て
の
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
本
誌
２
０
１
２
年
５
月
１
日
号

（
№
１
３
１
３
）で
留
意
点
を
取
り
上

げ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
照
い
た

だ
き
た
い
。

経理用語の豆知識

期
間
の
短
い
ほ
う
の
期
間
に
制
限
さ

れ
る
。
た
と
え
ば
、
補
償
さ
れ
て
い

る
資
産
Ａ
の
価
値
が
増
加
し
た
場

合
、
Ａ
を
補
償
し
て
い
る
補
償
資
産

Ｂ
に
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
価
値

の
変
動
を
当
該
金
額
の
償
却
に
よ
り

会
計
処
理
す
る
。

公
開
草
案
に
よ
る
改
訂
は
、
適
用

日
以
後
に
新
し
く
取
得
し
た
補
償
資

産
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
適
用
さ
れ

る
。な

お
、
適
用
日
は
未
定
で
あ
る
。

ま
た
、
早
期
適
用
は
認
め
ら
れ
て
い

る
。復

興
特
別
所
得
税

②
は
、
平
成
23
年
12
月
２
日
に
公

布
さ
れ
た「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」（
平
成
23
年
法
律
１
１
７
号
）

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
復
興
特
別
所
得

税
に
つ
い
て
、
全
16
問
の
Ｑ
＆
Ａ
や

概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
25
年
１
月
１
日
以
後
に
所
得
税
と

復
興
特
別
所
得
税
を
あ
わ
せ
て
源
泉

徴
収
す
る
際
に
使
用
す
る
源
泉
徴
収

税
額
表
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
①
お
よ
び
②
の
内
容
等
を

踏
ま
え
た
、
税
制
改
正
の
解
説
を
次

号
以
降
に
掲
載
す
る
予
定
。

強調事項区分

財務諸表に適切に表示または開示されている事項につい
て、利用者が財務諸表を理解する基礎として重要であると
監査人が判断し、当該事項を強調するため監査報告書に設
ける区分をいう。当該区分は監査意見の次に「強調事項」ま
たは適切な見出しが付せられることになる。また、強調事
項は監査人の意見に影響を及ぼすものではないとされてい
る。

強調事項が必要と監査人が判断する可能性がある場合の
例として、①会計方針の変更、②重要な偶発事象または重
要な後発事象、が挙げられている。会計方針の変更には、
財務諸表に広範な影響を及ぼす新しい会計基準の早期適用

（早期適用が認められている場合）も含まれる。また、重要
な偶発債務または重要な後発事象の例として、重要な訴訟
や規制上の将来の措置の将来の結果に対する不確実性や、
企業の財政状態に重大な影響を及ぼしたまたは今後も引き
続き及ぼす大きな災害、が挙げられている。

監査人の交代

監査基準委員会報告書900「監査人の交代」によれば、「監
査人予定者及び監査人は、前任監査人に対して監査業務の
引継を求めなければならない。監査業務の引継は、主に、
監査人予定者及び監査人による質問及び監査調書の閲覧に
よって実施される。」とされている。適切な引継ぎを実施す
ることにより、①監査契約の締結に伴うリスクを低い水準
に抑えることができるか否かを的確に判断すること、②会
社に都合のよい監査意見を求めている兆候があるか否かを
判断すること、③監査を効果的かつ効率的に実施すること
が可能となる。

監査業務の十分な引継ぎが受けられない場合には、第三
者への問い合せ、または会社の経営者や監査役等の背景調
査を行う等、他の方法により阻害要因に関する情報を収集
し、監査契約の締結に伴うリスクを低い水準に抑えること
ができるか否かについて、より慎重に検討しなければなら
ないとされている。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2012年
4月17日

ASU公開草案「企業結合（トピック805）
―政府が援助する金融機関の取得の結
果として、取得日に認識した補償資産の
その後の会計処理」

FASB
これまで明確でなかった、政府が援助する金融機関の取得の
結果として、取得日に認識した補償資産のその後の会計処理
について、要求を示すもの。コメント期限は、2012年7月16
日まで。

2012年
5月10日・
20日合併号
ニュース記事

2012年
4月20日

法令違反等事実又は不正の行為等が発
覚した場合の監査役等の対応について
〜監査人から通知等を受けた場合の留
意点〜

日本監査役
協会

本年3月27日にJICPAから公表された「不適切な会計処理が
発覚した場合の監査人の留意事項について」を受けて、不適
切な会計処理が発覚した場合の監査役等の対応について取
りまとめたもの。

─

2012年
4月20日

中小企業金融円滑化法の最終延長を踏
まえた中小企業の経営支援のための政
策パッケージ

内閣府・
金融庁・
中小企業庁

中小企業金融円滑化法の最終延長を踏まえ、中小企業の経営
改善・事業再生の促進等を図るため策定されたもの。 ─

金
　
融

先
陣
を
切
っ
た
日
本
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
支
援

証
　
券

株
式
市
場
の
期
待
は
叶
え
ら
れ
る

か
？

ユ
ー
ロ
圏
債
務
危
機
に
向
け
た
Ｉ

Ｍ
Ｆ
の
資
金
増
強
が
、
各
国
の
拠
出

表
明
で
進
み
つ
つ
あ
る
。
３
月
時
点

で
は
５
、０
０
０
億
ド
ル
を
目
標
と

し
て
い
た
が
、
そ
の
目
標
額
も
下
げ

る
予
定
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
資
金
増
強
問

題
は
、
ひ
と
ま
ず
区
切
り
を
付
け
て

先
に
進
む
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

口
火
を
切
っ
た
の
は
日
本
の
安
住

財
務
相
だ
っ
た
。
４
月
17
日
に
日

本
が
６
０
０
億
ド
ル
の
支
援
を
行

う
旨
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
ス
イ

ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
、
総
額
で
３
、

２
０
０
億
ド
ル
に
達
し
た
も
よ
う
。

一
方
で
、
最
大
の
出
資
国
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
は
、
依
然
と
し
て
消
極
的

な
ま
ま
だ
。
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
、

Ｅ
Ｕ
の
基
本
条
約
を
新
た
に
定
め
た

り
、
ユ
ー
ロ
共
同
債
の
発
行
な
ど
、

い
っ
そ
う
踏
み
込
ん
だ
ス
キ
ー
ム
の

な
い
ま
ま
資
金
拠
出
に
踏
み
込
む
こ

と
に
は
反
対
す
る
姿
勢
だ
。
特
に
、

連
邦
議
会
下
院
で
過
半
数
を
占
め
る

共
和
党
が
歳
出
削
減
方
針
を
強
く
打

ち
出
し
て
い
る
た
め
、
オ
バ
マ
政
権

は
議
会
の
意
思
に
反
す
る
意
思
決
定

は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

ユ
ー
ロ
圏
債
務
危
機
で
は
、
日
本

よ
り
ア
メ
リ
カ
の
金
融
機
関
の
ほ
う

が
、
よ
り
大
き
く
関
与
し
て
い
る
し
、

そ
れ
だ
け
よ
り
大
き
な
リ
ス
ク
を

負
っ
て
い
る
。
逆
説
的
だ
が
、
だ
か

ら
こ
そ
資
金
拠
出
に
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
も
い
え
る
。

日
本
は
、
少
な
く
と
も
表
向
き
は

ア
メ
リ
カ
や
中
国
を
抑
え
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ

支
援
の
先
陣
を
切
っ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
後
の
ユ
ー

ロ
圏
債
務
問
題
の
国
際
協
調
の
枠
組

み
を
作
る
な
か
で
、
発
言
権
を
得
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
支
援
に
乗

り
出
す
の
が
妥
当
か
否
か
と
い
っ
た

議
論
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
金

融
危
機
は
是
非
を
論
じ
て
い
る
余
裕

は
な
い
。
現
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
10
年

債
利
回
り
は
４
月
16
日
、
昨
年
11
月

末
以
降
初
め
て
６
％
を
上
回
り
、
す

で
に
市
場
は
警
告
シ
グ
ナ
ル
を
発
し

て
い
る
状
況
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
ユ
ー

ロ
圏
債
務
危
機
の
今
後
の
規
模
拡
大

の
可
能
性
を
考
え
る
と
、
最
終
的
に

は
ユ
ー
ロ
ま
た
は
ド
ル
に
よ
る
流
動

性
供
給
が
不
可
欠
と
な
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
各

国
の
支
援
表
明
は
、
そ
う
し
た
最
終

的
な
支
援
の
枠
組
み
に
向
け
た
つ
な

ぎ
支
援
と
し
て
意
味
深
い
。

ア
メ
リ
カ
株
価
の
も
た
つ
き
は
、

投
資
家
が
景
気
の
足
取
り
を
ど
う
評

価
す
る
か
、
迷
っ
て
い
る
か
ら
で
は

な
か
ろ
う
か
。
住
宅
投
資
の
不
振
が

長
期
化
す
る
た
め
、
景
気
回
復
は
緩

や
か
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は

織
り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
こ
か
に
高
い

成
長
率
を
待
望
す
る
心
理
が
働
く
の

だ
ろ
う
か
、
少
し
弱
い
数
字
が
出
る

と
、
失
望
し
た
様
子
が
あ
り
あ
り
と

う
か
が
え
る
。

最
近
の
ア
メ
リ
カ
投
資
家
の
頻
繁

な
一
喜
一
憂
に
、
あ
ら
た
め
て
そ
の

近
視
眼
的
な
投
資
行
動
を
感
じ
る
。

期
待
の
星
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
上
場

が
実
現
す
る
ま
で
は
こ
う
し
た
状
況

が
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

同
時
株
安
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
日

本
市
場
で
は
、
日
本
銀
行
の
追
加
緩

和
策
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
２
月
中
旬
に
イ
ン
フ
レ
率
１
％

を
目
途
と
す
る
と
し
て
打
ち
出
し
た

金
融
の
量
的
緩
和
策
に
次
ぐ
緩
和
策

を
期
待
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
２

月
の
場
合
、
具
体
的
な
イ
ン
フ
レ
率

を
提
示
し
、
よ
う
や
く
日
銀
が
政
策

姿
勢
を
改
め
た
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ

的
な
印
象
を
与
え
た
た
め
、
効
果
抜

群
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
目
標
イ
ン
フ
レ
率
が
低

い
こ
と
、
目
標
で
な
く
目
途
と
し
た

こ
と
な
ど
が
日
銀
の
政
策
転
換
に
対

す
る
本
気
度
を
問
う
余
地
を
残
し

た
。
だ
か
ら
株
価
も
４
月
に
入
っ
て

ダ
レ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
問
い

掛
け
る
向
き
も
あ
る
。

確
か
に
日
銀
が
追
加
緩
和
に
踏
み

切
る
可
能
性
は
強
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
日
銀
が
一
番
意
識
し
て

い
る
の
は
円
相
場
で
は
な
か
ろ
う
か
。

４
月
27
日
の
金
融
政
策
決
定
会
合
の

前
の
円
相
場
の
地
合
い
に
よ
っ
て
は

緩
和
策
の
中
身（
資
産
買
入
規
模
）は

市
場
の
期
待
よ
り
薄
く
な
る
可
能
性

が
あ
ろ
う
。
要
は
追
加
緩
和
に
あ
ま

り
大
き
な
期
待
を
す
べ
き
で
な
い
。

日
本
経
済
や
株
価
の
先
行
き
に
少

し
明
る
さ
を
与
え
て
く
れ
そ
う
な
の

が
、近
隣
諸
国
の
動
き
で
あ
る
。ミ
ャ

ン
マ
ー
の
自
由
化
へ
の
歩
み
は
、
驚

く
べ
き
早
さ
で
あ
る
。
夢
が
一
気
に

現
実
に
な
っ
た
感
が
あ
る
が
、
ま
だ

現
政
権
の
真
意
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
声
も
根
強
い
。
し
か
し
、
現
政
権

の
動
き
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
な
か
で
生

き
る
、
経
済
発
展
を
目
指
す
と
い
う

決
断
の
現
れ
で
あ
り
、
も
は
や
引
き

返
せ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
に
と
っ
て
ト
ゲ
が
抜
け
た
こ
と
に

な
り
、
ア
ジ
ア
の
成
長
を
取
り
込
ん

で
今
後
の
経
済
成
長
を
図
ろ
う
と
す

る
日
本
経
済
に
と
っ
て
、
大
き
な
朗

報
で
あ
る
。

復
興
特
別
所
得
税

②
は
、
平
成
23
年
12
月
２
日
に
公

布
さ
れ
た「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」（
平
成
23
年
法
律
１
１
７
号
）

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
復
興
特
別
所
得

税
に
つ
い
て
、
全
16
問
の
Ｑ
＆
Ａ
や

概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
25
年
１
月
１
日
以
後
に
所
得
税
と

復
興
特
別
所
得
税
を
あ
わ
せ
て
源
泉

徴
収
す
る
際
に
使
用
す
る
源
泉
徴
収

税
額
表
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
①
お
よ
び
②
の
内
容
等
を

踏
ま
え
た
、
税
制
改
正
の
解
説
を
次

号
以
降
に
掲
載
す
る
予
定
。


